
 

 

 

 

 

 

 

 ４月１１日（月）、掛合分校講堂において、令和４年度入学

式を行いました。 

暖かい春の爽やかな日差しが差し込む中、今年度の新入生

３０人と保護者の皆様、教職員参列のもと、晴れやかなムー

ドの中で式が行われました。山﨑誠校長からは、新入生に向

けて「小さな挑戦、小さな気遣い、大きな志～自立した大人となるために～」との言葉が贈られ、小さ

な一歩一歩の積み重ねや他者を気遣うふるまい、何事も志を持って意欲的に取り組むことの大切さが語

られました。この言葉が掛合分校全校生徒、教職員の今年度の合い言葉となります。入学式のあとは、

玄関前で保護者の皆様、教職員全員を交えて記念撮影を行いました。春のやわらかな風に桜の花びらが

舞う中、掛合分校の建つ「佐中の丘」に皆の笑顔があふれる一日となりました。 

 

 

 

 

４月１２日（火）、新入生オリエンテーションの一環として、

２年生が昨年度取り組んだ地域探究学習の成果を発表しました。 

掛合分校では、１年の「総合的な探究の時間」に、雲南市掛合

町内の５地区（多根、松笠、掛合、入間、波多）に分かれて地区

ごとの現状と課題を調査し、課題解決策を提案する学習を行っています。この日は、２年生が１年生に

向けてその成果を発表し、それぞれの課題認識を共有する活動を行いました。このうち多根地区を担当

した２年生は、獣害を防ぐために柿を取り、その余った柿を使った「柿ジャム」の製作を提案したこと

を発表しました。その他、地元小学生が描いた絵を取り入れたカレンダー作りやその地区をＰＲする動

画・リーフレットの作成など、それぞれが高校生らしい視点で提案したことを発表しました。 

１年生の「総合的な探究の時間」のスタートにあたって、２年生のこれまでの取組と成果が１年生に

引き継がれることによって、地域探究学習を通じた地域貢献がより一層進むことを期待しています。 

 

 

 

 

４月２１日（木）、２年生と教職員の有志が「音訳ボランティア」を行いました。「音訳ボランティア」

とは、視覚に障がいがある方のために、墨字（活字）で書かれている書籍や雑誌、広報誌などを音声に

して伝えるボランティアです。この日は、雲南市ボタンティアセンター（雲南市社会福祉協議会内）の

方に掛合分校に来ていただき、「社協だより『うんなん』第６９号」（２０２２年４月発行）の文面を、
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令和４年度入学式を行いました 

２年生と教職員の有志が「音訳ボランティア」を行いました 

２年生が新入生に地域探究学習の成果を
発表しました 



２年生と教職員の有志が交代で読み上げ、その音声を録音する作

業を行いました。広報誌は専門用語も多く、またグラフで示した

資料などもあるため、それを音声として録音することには時間も

かかりましたが、この活動を通して、相手に分かりやすく伝える

ことの大切さについて考える良いきっかけともなりました。 

 

 

 

 

５月６日（金）、今年度第１回目の生徒総会を行いました。

新生徒会長の常松博樹さん（３年）から、今年度前期の役員が

紹介され、新体制がスタートしました。常松生徒会長からは「掛

合分校がたくさんの笑顔であふれる学校となるよう頑張りま

す。」と力強い挨拶のことばが語られました。また、各委員会

の委員長からは図書館利用やバス通学マナー向上に向けた取り組み、新型コロナウイルス感染症対策の

徹底など、全校生徒に向けての呼びかけが行われました。今年度も活発な生徒会活動が期待されます。 

 

 

 

 

５月９日（月）、２年生が雲南市吉田町の宇山営農組合、雲南市、

その他関係諸機関と協働しながら行う探究学習がスタートしました。

２年生は今年度１年間かけて、雲南市吉田町民谷宇山地区のお米作

りの一部を体験学習し、そこで生産される雲南市プレミアムつや姫

「たたら焰米（ほむらまい）」「うやま米」の販売促進プランを提案

する学習活動を行います。この日は、同地区の水田を訪れ、およそ

１０アールの水田に「つや姫」の苗を手植えする作業を行いました。 

標高５００メートルの水田で育った稲は、昼夜の寒暖差の影響もありよく育ち、「たたら焰米（ほむ

ら米）」あるいは「うやま米」の名称でブランド米として流通しています。掛合分校では、昨年度から

本格的に宇山営農組合、雲南市、その他関係諸機関との協働を始め、今年度は昨年度のノウハウも生か

しながら、高校生らしい目線で更なるＰＲ活動を行うことを考えています。 

この日は、初めて水田に入り苗の手植えを行う生徒も多く、泥まみれで悪戦苦闘しながらも、予定さ

れていた区域の田植え作業を終えることができました。体験した生徒には、ほどよい疲れの中にも達成

感に満ちあふれた笑顔がたくさん見られました。 

今後は、お米の生産から販売にいたる様々な専門家をゲ

ストティーチャーとして招きながら、販売促進プランの提

案活動を行います。また、秋にはこの日植えた稲の稲刈り

体験学習を行い、１１月４日・５日に行われる掛合分校文

化祭や１１月中旬に販売所等で行われる特別販売会におい

て、生産されたブランド米の販売促進活動を行う予定です。 

生徒総会を行いました 

２年生が雲南市プレミアムつや姫「たたら焰米（ほむらまい）」「うやま
米」の販売促進プランを提案する探究学習が始まりました 



 

 

 

 

 

 

 

 ５月２７日（金）、隣接する掛合小学校を２年生７人が訪れ、子

どもたちに絵本の読み聞かせを行いました。掛合分校では、月１

回、全学年生徒が交代で小学校にお邪魔し、朝の「ほほえみタイ

ム」の時間に、あらかじめ選んできた絵本を小学生に読み聞かせ、紹介しています。今年度初めてとな

るこの日、最初は緊張した様子も見られましたが、小学生が途中うなずいたり、笑ったりしながら話を

聞く姿を見て、徐々に緊張もほぐれ、それぞれ気持ちのこもった読み聞かせを行うことができました。 

 また、６月８日（水）、掛合小学校との昼休み合同レクリエーション

活動を行いました。体育委員会が主体となって事前に計画し、グラン

ドでドッヂボール、サッカー、縄跳びなど、高校生と小学生が一緒に

なって、楽しいひとときを過ごしました。小学生がお兄さん、お姉さ

んの手を引き、遊びに招き入れる微笑ましい姿も見られました。 

 

 

 

 

５月３１日（火）、全学年生徒を対象にキャリア教育講演会を行

いました。この日は、株式会社さんぽうから講師をお招きし、学年

別に「上手なメモの取り方と上手な手帳の使い方」について講義・

演習を行いました。はじめに講師の先生から、メモやノートの取り

方のコツや、シールやスタンプを活用した楽しい手帳作りの工夫を教わりました。その後、実際に６月

の予定を手帳に書き込み、生徒同士それを見比べるなどして体験的に学ぶことができました。 

 

 

 

 

６月１日（水）、１年生が地域探究学習の一環として、掛合町内の名

所・旧跡や資料館等を巡り、調査する活動を行いました。１年生は「総

合的な探究の時間」を利用して、毎年度、掛合町内の５地区（多根、松

笠、掛合、入間、波多）の現状と課題を調べ、グループに分かれて課題

解決策を提案する学習活動を行っています。この日は、その活動のスタ

ートとして、掛合町内の名所・旧跡等のフィールドワークを行いました。 

このうち入間地区では、入間交流センター職員の方の案内で「八重山神社」を訪れました。八重山神

社は、江戸時代から牛馬の守護神として地域の方に崇敬され、現在でも春・秋の祭典には多くの参拝者

が訪れる神社です。およそ３００段近くある長い石段を登ると、絶壁の岩のくぼみに本殿があり、掛合
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町内の隠れたパワースポットを肌身で感じることができました。そのほ

かにも、竹下登元首相の生家「竹下本店」内にある「かけや酒蔵資料館」、

日本の滝百選の一つにも選ばれている「龍

頭が滝」や「波多神社」などを巡りました。 

今後は各地区の調査活動をさらに進め、

１１月４日・５日に行われる掛合分校文化

祭において課題解決策の中間発表を行う予定です。 

 

 

 

 

６月９日（木）、全校生徒を対象とした校外進路学習を行いました。

この日は、午前中、就職希望者は「三刀屋金属株式会社」と「株式

会社ひかわ」を、進学希望者は「坪内総合ビジネスカレッジ」と「松

江栄養調理製菓専門学校」を訪れ、それぞれ見学を行い、午後は松

江テルサを会場に、合同で企業・学校別の説明会を行いました。 

このうち、就職希望者が訪れた「三刀屋金属株式会社」では、自

動車部品のプレス加工や溶接加工の様子を見させていただきました。

また「株式会社ひかわ」では、実際にこの工場で作られたお茶を試飲させていただきました。 

全学年合同縦割りグループでの進路学習は、少人数のメリットを生かした掛合分校ならではの取り組

みです。就職・進学を前にした３年生の真剣な眼差しは、後輩の１・２年生にも刺激となったようです。 

 

 

 

 

６月４日（土）、益田市民体育館で行われた島根県高校総体剣道部門に、

常松博樹さん（３年）が出場しました。昨年度のベスト１６を越える結果

とはなりませんでしたが、高校生活最後の県総体を悔いなく、掛合分校代

表としてよくぞ頑張ってくれました。 

また、６月５日（日）、雲南市木次町のチェリヴァホールにおいて、掛

合分校演劇同好会の活動を追ったドキュメンタリー映画「走れ！走れ走れ

メロス」が上映されました。演劇同好会の曽田昇吾さん、常松博樹さん、石飛圭祐さん、佐藤隆聖さん

（いずれも３年）の４人は、昨年度、同タイトルの演劇が高く評価され、３

月に東京下北沢で行われた日本演出者協会「若手演出家コンクール２０２１」

最優秀賞獲得に貢献しました。この日上映された映画は、昨年の地区大会か

ら東京公演に至るまでの過程を、メンバー４人の活動や心情の変化にスポッ

トをあてて描いたドキュメンタリー映画です。会場は多くの観客で埋め尽く

され、笑いあり、涙ありの感動的な作品が披露されました。上映後に行われ

たトークショーでは、メンバー４人と観客との楽しい対話が繰り広げられま

した。観客からは、メンバーの高い演技力と豊かな感性、そして個性溢れる

メンバーのチームワークの高さを賞賛する声が数多く聞かれました。 

全校生徒を対象に校外進路学習を行いました 

部活動報告 
～県総体剣道部門出場、演劇同好会ドキュメンタリー映画上映～ 



 

 

 

 

 

 

 

 ６月１６日（木）、掛合町内保・小・中・高が連携して地域の清掃活

動等を行う「ごみゼロ大作戦」を行いました。この日は、児童・生徒

が町内各地区に分かれ、清掃活動や交流活動を行いました。 

このうち掛合地区では、狭長（さなが）神社の清掃活動の他、今年

度新たな取り組みとして、避難所運営ゲーム「ＨＵＧ」を行いました。

「ＨＵＧ」とは、地震や豪雨など大規模災害時の応急対策活動の場面

を想定して、グループのメンバーでコミュニケーションを取りながら、

平面図上で避難所運営を疑似体

験するシミュレーションゲーム

です。掛合中学校に集合した児童・生徒は６つのグループに分か

れ、それぞれ大人たちとの意思疎通を図りながら、ゲーム感覚で

避難所の運営を学ぶことができました。その他の地区においても、

清掃活動後にジャンケンゲームで楽しむなど、児童・生徒、地区

の住民の方との交流を深めることができました。 

 

 

 

 

６月１７日（金）、今年度２

年生が取り組んでいる、雲南市

プレミアムつや姫「たたら焔米

（ほむらまい）」販売促進のた

めのキャンペーン企画を考え

る学習を行いました。この日は、

有限会社アエラ地域文化デザ

イン室の影山邦人様、安田陽子様をゲストティーチャーとしてお招きし、「たたら焔米をめっちゃ食べ

てみたくなるＰＲキャンペーンを考えよう！」と題した学習活動を行いました。プロのデザイナーの視

点で様々なアドバイスをいただき、生徒は、キャンペーン名やキャッチコピーなどのイメージをますま

す膨らませているようでした。 

また６月２２日（水）、宇山営農組合（雲南市吉田町）の藤井章組合長と須山光雄副組合長をお招き

し、お米の特徴や米作りの工夫、宇山地区農家の方の米作りに対するこだわりや熱い思いをインタビュ

ー形式で学ぶ学習活動を行いました。今後は、チームに分かれて販売促進プランを考え、９月の稲刈り

体験学習に合わせて農家の方に中間発表した後、１１月４日・５日の掛合分校文化祭や、同月に道の駅

等でお米の特別販売会を行う予定です。 
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掛合町内保・小・中・高が連携して「ごみゼロ
大作戦」を行いました 

２年生の地元ブランド米販売促進プロジェクト進行中！ 



 

 

 

７月１日（金）、外部から専門の講師をお招きし、３年生を対象に就

職ガイダンスを行いました。この日は、高校新卒者の就職環境や社会

に出て仕事をするにあたっての心構えなどの基礎的な知識を学んだ後、

グループディスカッションや自己紹介文の作成などの演習を行いまし

た。午後は、実際に集団面接を受ける場面を想定し、模擬面接とその

評価を相互に行い、最後にその振り返りを行いました。就職・進学に

向けた活動の本格始動にあたって、自分自身を振り返り、今後の取り組みへの準備を行う大変よい機会

となりました。 

 

 

 

 

７月１３日（水）、島根県中山間地域研究センターと島根県立農林

大学校林業科（いずれも飯石郡飯南町）において、３年生が林業体験

学習を行いました。この学習は、島根県農林水産部が行っている「高

校生の林業教育推進事業」に掛合分校が申し込むことによって実現した企画です。 

この日は、同センターの広大な敷地内にある研究施設等を見学した後、薬用効果があるとして注目さ

れている「クロモジ茶」の煮出しと試飲を行いました。その後、研究員の方からの講義を受け、中山間

地域における持続可能な自然環境保全や創造的活動について、その現状と課題を知ることができました。

また、午後からは、農林大学校の学生さんたちのご指導により、ドローンの操作実習や丸太の切り出し

体験、重機の運転実習を行いました。ＶＲ

を使った重機の運転演習など、島根県が誇

る最先端の機器に触れることができ、島根

県の農林業の先進性を肌身で感じること

ができたようでした。 

 

 

 

 

 ７月１５日（金）、令和２年度に卒業した４名の卒業生をお迎

えし、就職・進学後の現在の状況などについてお話をうかがいま

した。この企画は、毎年度２回行っており、第１回目となる今回

は、２名ずつ２会場に分かれ、それぞれ在校生からの質問に答え

ながら進めていくトーク形式で行いました。卒業生からは、就職・進学後の苦労話や高校生と社会人と

の違いなど具体的なエピソードを交えながら語っていただきました。在校生からは「上司とのコミュニ

ケーションで気をつけていることは何か」「就職後の職場内訓練はどのようなことを行うのか」などた

くさんの質問があり、それらの質問に丁寧に答えていただきました。就職・進学２年目を迎える卒業生

の生の声を聞くことができ、生徒たちは自身の進路について身近に考えるきっかけとなったようでした。 

３年生を対象に就職ガイダンスを行いました 

３年生が林業体験学習を行いました 

『先輩は語る』 
 ～掛高卒業生から後輩へのメッセージ～ 



 

 

 

 

 

 

 

７月２１日（日）、令和４年度体育祭を開催しました。当初はグランドでの開催を予定していました

が、天候不良の日が続いたため、開催日と会場を変更し、掛合体育館での開催となりました。 

開会式で赤組色長の常松博樹さんと青組色長の曽田昇吾さんが声高らかに選手宣誓を行った後、７種

目の競技を行いました。午前中の締めくくりとして行われた「応援合戦」では、鮮やかなデコレーショ

ンをバックに、両軍華やかな手作り衣装を身にまとい、これまで練習してきたダンスを見事に披露しま

した。また、午後に行われた「借り物競走」では、「好きな人を連れてゴール」とのお題に、クラスメ

ートみんなを連れてゴールするという微笑ましい姿も見られ、会場内が笑顔に包まれていました。 

閉会式後に学校に場所を移して行われた色別反省会では、３年生を中心にこれまでの頑張りをお互い

讃えました。荒天にも負けず大盛会のうちに終わった今年度の体育祭。互いを敬い、助け合いながら築

き上げられてきた「掛高魂」は、今後、後輩たちに引き継がれていきます。 
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佐藤里咲さん作品『花を咲かせて』 

 

 

 

 ７月２４日（日）、雲南市が主催する「スペシャルチャレンジジュ

ニアプログラム」第５期の審査会が行われ、掛合分校から上代侑芽さ

んと坂田志織さん（いずれも２年生）がこれまで準備してきたプロジ

ェクト案を発表しました。「スペシャルチャレンジジュニアプログラム」は、高校生が地域課題の解決

策などを主体的に企画し、その実現に向けて雲南市が物的・人的な支援をしていくプログラムです。 

この日、上代さんと坂田さんは「柿ジャムサンドを作ろう！！」と題したプロジェクトを発表しまし

た。雲南市掛合町多根地区では、昨今鳥獣被害が深刻な課題となっており、その解決のために、秋に高

校生を中心に余分な柿を取り、地域の方とともにそれを使った「柿ジ

ャムサンド」を作るイベントを開くというプロジェクトです。地域の

子どもから大人まで、みんなが楽しみながら課題を解決していこうと

いう提案で、審査員の方からは、その斬新なアイデアに賞賛の声をい

ただきました。地域貢献に向けて今後の活躍が期待されます。 

 

 

 

 

８月２９日（月）、今年度第１回目となる「掛高基礎力テスト」を行い

ました。このテストは掛合分校の全ての教職員が出題者となり、それぞ

れの専門分野に関する内容をはじめ、昨今の時事問題にいたるまでの幅

広い一般常識を問う、掛合分校オリジナルの実力テストです。 

試験後は、問題作成者である教職員が、各教室にリモートで説明資料

を配信するなどして、丁寧に解説しました。将来社会生活を営む上で大

切となる基礎的な知識・技能を、今後もこのオリジナルテストを継続することで育んでいきます。 

 

 

 

 

《写真クラブ》 

島根県高文連写真専門部春季写真コンクール 特選４点（入選は７点） 

 佐藤里咲さん（３年）『花を咲かせて』、土屋拓万さん（３年）『ひらり』 

 山根直弥さん（３年）『花と蜂』、加藤凛さん（１年）『見慣れた風景』 

《演劇同好会》 

 演劇同好会の活動を追った折口慎一郎監督のドキュメンタリー映画『走れ！走

れ走れメロス』が、第１４回下北沢映画祭（９月２３日～２５日開催）のコンペ

ティション部門にノミネート（応募３９０作品中９作品）されました。演劇同好

会は今年３月に東京・下北沢で演劇公演を行ったばかり。乞うご期待です！ 

雲南市スペシャルチャレンジジュニアプログラム
審査会で発表しました 

掛合分校オリジナル「掛高基礎力テスト」を行いました 

部活動報告 
～春季写真コンクール、演劇同好会ドキュメンタリー映画新たな展開～ 



 

 

 

 

 

 

 

 １年生は、「総合的な探究の時間」を利用

して、掛合町内５地区（波多、入間、掛合、

松笠、多根）に分かれ、地域の現状と課題を

調査し、その解決に向けた提案と活動を行う

「地域探究学習」を行っています。９月５日

（月）、波多地区を担当する５人の生徒が波

多交流センターを訪ね、職員の方から聞き取り調査を行いました。波多地区では、地域活性化に向けて

関係人口の創出に力を入れておられ、職員の方から今年１１月１４日に数年ぶりの開催を予定している

地域の伝統行事「囃子（はやしこ）」についての説明を受けました。その他の地区においても同じよう

に、調査活動を進めています。今後、地区ごとに課題解決策を考え、それを実現するための行動プラン

について検討し、１１月４日（金）・５日（土）に行われる掛合分校文化祭で中間発表する予定です。 

 

 

 

 

９月７日（水）、２年生が地元企業見学に出かけ、島根イーグル株式会

社、協栄金属工業株式会社（ともに雲南市掛合町）、株式会社アルプロン、

株式会社山光（ともに雲南市加茂町）の４社を見学させていただきまし

た。このうち、株式会社アルプロンでは、プロテインの製造が行われており、プロテインについての全

体説明を受けた後、徹底した衛生環境対策が施された工場内できめ細かな手作業で行われているプロテ

インの製造工程を見学させていただきました。また、株式会社山光

では、自動車の各種ケーブル類の製造が行われており、たくさんの

大型機械を用いた部品製造と高い品質を生み出す生産システムにつ

いて学ばせていただきました。 

いずれの企業においても、企業の経営理念から社員の福利厚生に

いたるまで丁寧に教えていただき、将来の進路選択にあたって大変

参考となる貴重な学習をさせていただきました。 

 

 

 

 

９月９日（金）、県内外でご活躍されているハーモニカ奏者の岩﨑巌（いわさき いわお）さんを招い

て、全校生徒を対象に保健講演会を行いました。岩﨑さんは、島根県の中学校教員をご退職後、視覚に

障がいを持ちながら、セカンドキャリアとしてハーモニカ演奏を通した平和学習や命の尊さを伝える各
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１年生「地域探究学習」掛合町内各地区で進行中！ 

保健講演会～ハーモニカ奏者 岩﨑巌さんによる演奏～ 

２年生が地元企業見学に出かけました 



種講演等を行っていらっしゃいます。この

日は、「わくわくどきどき 心地よく ～出

逢いに感謝～」と題し、途中ハーモニカの

演奏を交えながら、出逢いと「思い合う心」

の大切さについて語っていただきました。

尾崎豊さんの「Ｉ ＬＯＶＥ ＹＯＵ」や

ドラマ主題歌「北の国から」など、生徒・教職員に馴染みの曲も多く、透き通ったハーモニカの音色を

通して、平和の尊さや生きる喜びについてそれぞれが思いを馳せる、心温まる時間となりました。 

 

 

 

 

９月１４日（水）、３年生が学校設定科目「地域創造」の時間を利用

して、「地域ツーリズム」について学習をしました。この日は、雲南広

域連合の鈴木佑里子様を外部講師としてお迎えし、雲南地域の観光促進

策や国内観光客のニーズなどについて、ワークショップを交えながら講

義をしていただきました。この講義で学んだことを参考に、今後３年生

は４つのグループに分かれ、雲南市に観光客を呼び込むプランを立案す

る学習を行い、１１月４日（金）・５日（土）に行われる掛合分校文化祭で発表する予定です。高校生

目線でどのような観光プランが出されるのか、今後の活動に期待します。 

 

 

 

 

 ９月１４日（水）、２年生が雲南市吉田町民谷宇山地区を訪れ、

宇山営農組合、雲南市等関係者と協働して進めている「雲南市ブラ

ンド米販売促進プロジェクト」の一環で、春に自ら植えた稲の稲刈

り作業に合わせて、これまで考えてきたプランの中間提案を行いま

した。２年生は「キャラクター作成班」「料理・レシピ作成班」「デ

ザイン・写真作成班」「動画作成班」の４つの班に分かれ、それぞ

れプレゼンテーションしました。発表後には、生産者・販売者・行

政といった様々な立場の関係者の皆様から、各班それぞれにコメントをいただき、生徒たちは今後の活

動に向けて、より一層イメージを膨らませているようでした。午後は２つのグループに分かれ、稲刈り

と籾すりの作業を体験学習させていただきました。稲刈り体験では、コンバインに乗車させていただき、

農家の方から手ほどきを受けながら、コンバインの操作方法を教えていただきました。 

今後は、関係者の皆様からいただいたご

意見をもとにしながら、販売促進のための

ポスターや動画などを作成し、１１月４日

（金）・５日（土）に行われる掛合分校文化

祭、さらには道の駅などで行われるお米の

特別販売会などで販売実習を行う予定です。 

３年生が「地域ツーリズム」について学びました 

２年生が雲南市ブランド米「たたら焰米（ほむらまい）」「うやま米」の
販売促進プランの提案と稲刈り体験学習を行いました 



 

 

 

☆☆掛合の丘に輝く分校の灯☆☆ ～掛合分校は令和５年（2023 年）に創立７０周年を迎えます～ 

 

 

 

（１）期日 １１月４日（金）と５日（土）の２日間 

（２）場所 掛合体育館（雲南市掛合総合センター前） 

      ※駐車場は、掛合体育館裏の「掛合総合センター第２駐車場」をご利用ください。 

（３）プログラム 

１日目（11/4）・・・生徒研究発表、演劇同好会発表、各委員会・部・クラブ活動展示、等 

２日目（11/5）・・・生徒会企画、Utabu（うたぶ）発表、各委員会等展示、等 

（４）雲南市ブランド米（新米）の特別販売会について 

    今年度、２年生が雲南市、宇山営農組合（雲南市吉田町）ほか関係機関とのコラボにより、雲

南市ブランド米であるプレミアムつや姫「たたら焰米（ほむらまい）」と「うやま米」の販売

促進活動を行っています。開催期日の両日とも、会場入口付近ホールにてそのコラボ米（新米）

の特別販売会を予定していますので、是非お立ち寄りください。 

（５）ＰＴＡカフェでの飲み物・焼き菓子等販売（11/5 のみ）について 

    ２日目（11/5）は、会場入口付近ホールにて、ＰＴＡ主催のカフェを出店します。コーヒー

等温かい飲み物のほか、３年生フードデザイン選択者が作った焼き菓子等の販売を行います。

当日カフェ運営のお手伝いができる保護者の皆様は、店舗スタッフにお声がけください。 

 

 

 

 

 ９月１４日（水）、１年生が地域の伝統芸能である「掛合太鼓」

の講習会を受けました。「掛合太鼓」は、昭和５７年に島根県で開

催された「くにびき国体」において旧掛合町が相撲会場となった

ことを受けて、大会を盛り上げようと立ち上げられ、その後、 

４０年以上にわたって町をあげて取り組まれてきた県内でも有数

の郷土芸能です。 

この日は、掛合太鼓保存会の堀江亮次さんを指導者としてお迎

えし、掛合太鼓の歴史をＤＶＤ視聴で学んだ後、実際に太鼓の叩き方の基礎を教えていただきました。

１年生は「総合的な探究の時間」を利用した「地域探究学習」として、掛合町の生活・文化・産業等を

学び、その現状と課題を調査する学習を行っています。町内５地区（波多、入間、掛合、松笠、多根）

の個別の課題解決策提案に加え、クラス全体として掛合太鼓にチャレンジし、地域をより一層盛り上げ

ていこうと励んでいます。この日の講習会をスタートとして、今後練習を重ね、１１月４日（金）・５

日（土）に行われる掛合分校文化祭で発表する予定です。掛合分校生徒が地域の伝統芸能の担い手とし

て、文化を継承する役割を果たしていくことを期待します。 
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１年生が郷土芸能「掛合太鼓」にチャレンジしています 



 

 

 

 ９月１６日（金）、今年度第２回目の生徒総会を行いました。

後期生徒会長の石原大地さん（２年）から、今年度後期の役員が

紹介され、新体制がスタートしました。 

石原会長からは、今年度後期の生徒会が目指す「地域の方々に

愛される学校にする！」「全校生徒が協力し合える学校にする！」「気持ちの良い挨拶・言葉づかいの綺

麗な学校にする！」の３つの目標が高らかに宣言されました。後期最大の生徒会行事は、１１月４日

（金）・５日（土）に行われる掛合分校文化祭となります。文化祭の成功と充実した学校生活の実現に

向けて、生徒会活動がより活発に行われることを期待します。 

 

 

 

 

 ９月１６日（金）、掛合小学校の２年生児童１１名が、「町たんけ

ん」の学習として掛合分校の校舎内を巡りました。３つのグループ

に分かれて、鯉のいる池や玄関前のメタセコイアの３本の木、職員

室・パソコン教室・図書館の各部屋を回りました。掛合分校からは

「かけこうクイズ」として６つの質問をあらかじめ用意しており、

子どもたちはそのクイズの答えを探りながら、掛合分校の良いとこ

ろを見つけていきました。 

最後にクイズの答え合わせをし、大いに盛り上がりました。「たんけん」を終えた児童たちからは「何

人の生徒さんがいますか」「音楽室には何の楽器がありますか」などたくさんの質問をもらいました。

隣接する小学校との交流がより深まる１日となりました。またいつでも遊びにきてくださいね。 

 

 

 

 

雲南市ブランド米であるプレミアムつや姫「たたら焰米（ほむらま

い）」と宇山営農組合（雲南市吉田町）が出荷する「うやま米」の販売

戦略プランを立案する２年生の探究学習が進んでいます。９月２２日

（木）と１０月４日（火）、有限会社アエラ地域文化デザイン室の影山

邦人さんと安田陽子さんをお招きし、ＰＲキャラクターの名称やポス

ターのデザイン、ＰＲ動画の作成など、プロの視点からアドバイスを

いただきました。掛合分校文化祭を皮切りに行われる特別販売会に向けて準備が進んでいます。 

 

 

 

 

９月２８日（水）、ＪＡしまね雲南地区本部大東農業倉庫において、雲南市ブランド米「たたら焰米

ようこそ！かけこうへ～掛合小２年生の分校たんけん～ 

雲南市ブランド米「たたら焰米（ほむらまい）」検査買い入れ式で
販売促進プロジェクトについて発表しました 

第２回生徒総会を行いました 

２年生が雲南市ブランド米であるプレミアムつや姫「たたら焰米
（ほむらまい）」と「うやま米」の販売戦略を練っています 



（ほむらまい）」の検査買い入れ

式が行われ、石飛厚志雲南市長を

はじめお米の生産・販売に関わる

多くの関係者を前に、２年生代表

が現在進めているお米の販売促

進プロジェクトの途中経過を発

表しました。今秋雲南市内で収穫

された「つや姫」は、プレミアム要件に該当するかどうかを判定する厳しい認定検査を受け、その検査

に合格したお米がプレミアムつや姫「たたら焰米（ほむらまい）」として出荷されます。この日は、そ

の検査工程が広く公開されるのに合わせて、２年生がこれまでの取組の成果や今後の意気込みなどを発

表しました。石飛市長からは販売促進活動を進めていく上でのアドバイ

スと激励の言葉をいただきました。 

検査買い入れ式終了後は、Ａコープ大東店に場所を移し、石飛市長他

関係者の方とともに、来客者に「たたら焰米（ほむらまい）」のパックを

手渡しで配るＰＲ活動を行いました。今後も掛合分校は雲南市ブランド

米の販売促進活動を関係者の皆様とともに積極的に行っていきます。 

 

 

 

 

１０月５日（水）、令和４年度校内球技大会を行いました。今年

度の球技大会は、男女ともバスケットボールとバレーボールの２

種目を行い、それぞれクラス総当たりのリーグ戦を行いました。 

結果は、男子は２種目とも３年生が優勝、女子は２種目とも１

年生が優勝しました。どのクラスも持っている力を存分に発揮し、

全力のプレー・応援で好ゲームが展開されました。爽やかな秋の

日に、クラスが一丸となってスポーツを楽しむ一日となりました。 

 

 

 

 

掛合分校の教室にあるすべての机とイスの脚に、騒音緩和の

ためのテニスボールを設置しました。テニスボールは、松江南

高校硬式テニス部から使用済みで不要となったものを提供い

ただき、夏休み明けに教室のイスに設置していましたが、この

たび、同校から追加のテニスボールの提供をいただき、机の脚

にも設置することができました。 

机とイスの脚にテニスボールを設置する取組は、全国のいくつかの学校ですでに行われており、床との

摩擦音からくる騒音を大幅に緩和することで、児童・生徒が落ち着いて学習に取り組むことができる環

境を作り出す効果が実証されています。掛合分校では、生徒同士の「協働的な学習」により、分かりや

すく学びが深まる授業を展開しており、机を動かしてのグループワークやペアワークを数多く取り入れ

校内球技大会を行いました 

教室の机・イスの脚に騒音緩和のための
テニスボールを設置しました 



ています。このテニスボールの設置により、生徒が集中して学習に取り組める環境がより一層整いまし

た。テニスボールを提供していただいた松江南高校の皆様に改めて感謝申しあげます。 

 

 

 

 

 １０月７日（金）、３年生が今年度２回目となる林業体験学習を

行いました。この学習は、中山間地域（里山）の持続可能な自然

環境保全や創造的活動について体験的に学ぶとともに、キャリア

教育の一環として島根県の林業を深く知ることを目的に、島根県

農林水産部が所管する「高校生の林業教育推進事業」に掛合分校

が申し込むことによって実現した企画です。７月に島根県中山間

地域研究センターと島根県立農林大学校林業科（ともに飯石郡飯

南町）におい第１回目の研修を行いましたが、今回はその第２回目となります。 

 この日は、来島交流センター（飯石郡飯南町）で全体説明を受

けたあと、ＮＰＯ法人もりふれ倶楽部が所有する演習林に移動し、

班に分かれて枝打ち・間伐・丸太搬出等の体験学習を行いました。

高所での枝打ちや切り出した丸太の運び出しなど、全員が集中し

て作業に取り組み、用意されたプログラムを安全に取り組むこと

ができました。島根県が誇る林業の高い技術力を肌身で感じる貴

重な体験をさせていただきました。 

 

 

 

 

《ＡＳＲ部（体育系専門部）》 

島根県高校新人陸上競技大会（９月１７日・１８日、益田陸上競技場） 

高見陸さん（２年） 男子 1500m 予選２位通過、決勝１２位 

２年男子 5000m 決勝９位 

《演劇同好会》 

 島根県高文連演劇発表会予選大会（９月１７日・１８日、島根県民会館） 

曽田昇吾さん（３年） 『走れ！山月記』（一人芝居） 優秀賞・特別賞、県大会出場権獲得 

演劇同好会の活動を追った折口慎一郎監督のドキュメンタリー映画『走れ！走れ走れメロス』が、

第１４回下北沢映画祭（９月２３日～２５日開催）のコンペティション部門にノミネート（応募数 

３９０作品中９作品）され、下北沢商店連合会会長賞、小田急電鉄賞、観客賞、審査員特別賞の４つ

の賞を受賞するという快挙を成し遂げました。今後の県内での上映会の予定は次のとおりです。 

１１月１２日（土） 島根県民会館（「しまね映画祭」の一作品として上映） 

１１月２０日（日） 掛合交流センター（午前と午後の２回上映） 

部活動報告 
～陸上新人戦、演劇同好会地区予選、演劇ドキュメンタリー映画～ 

３年生が今年度２回目の林業体験学習を行いました 



 

 

 

 

☆☆掛合の丘に輝く分校の灯☆☆ ～掛合分校は令和５年（2023 年）に創立７０周年を迎えます～ 

 

 

 

 このたび、掛合分校２年生が取り組んでいる「掛合分校がうんなんのお米を応援するプロジェクト」

の一環として、「日比谷しまね館」（東京都千代田区有楽町、日比谷シャンテ地下１階）において、雲南

市ブランド米「たたら焔米（ほむらまい）」（プレミアムつや姫、新米）の特別販売会を下記のとおり行

います。２年生東京研修旅行の研修プログラムの一つとして行います。 

 

（１）期日  令和４年１２月１日（木） １４：００～１７：００ 

（２）場所  日比谷しまね館（東京都千代田区有楽町、日比谷シャンテ 

       地下１階）「ご縁ステージ」 

（３）「掛合分校がうんなんのお米を応援するプロジェクト」について 

   掛合分校２年生２４名が、島根県雲南市で田植えや稲刈りを体験しな

がら「生産者と消費者の皆様に心から喜んでもらえるようお米をＰＲし

よう！」をミッションにオリジナルＰＲ活動を企画。オリ

ジナルキャラクター「カケコンとほむらちゃん」をはじ

めＰＲ動画・ポスター等の制作、生産者の方へのインタビューなどを通してお米の

特徴を探りながら、ご飯に最も合う料理レシピの開発など試行錯誤を繰り返してき

ました。島根の高校生による学びと思いが詰まった販売会、ぜひお越しください！ 

 

 

 

 

 １０月１４日（金）、全校生徒で松

江市に遠足に行きました。はじめに

宍道湖畔に到着し、学年ごとに渡船

に乗船し、嫁ヶ島に渡りました。宍

道湖の夕照の景色には欠かせない島として有名な嫁ヶ島ですが、教職員・生徒ともほとんどが初めての

体験となります。この日は、ＮＰＯ法人「水の都プロジェクト協議会」の皆様のご厚意により、案内を

していただきました。ガイドの方から、もともと火山島であったという嫁ヶ島の歴史や、島上にある竹

生島（ちくぶしま）神社の祠、漢詩を刻んだ詩碑などについて詳しく説明をいただきました。 

 その後、島根県立美術館で開催されている「祈りの仏像」展を見学し

ました。展示された仏像には、国の重要文化財に指定された優作も多く、

心洗われるひとときを過ごすことができました。この日は秋晴れのさわ

やかな天候に恵まれ、午後の松江城周辺散策など、島根県の歴史・文化

を再発見する、とても有意義な遠足となりました。 

オリジナルキャラクター 

「カケコンとほむらちゃん」 
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遠足に行きました 



 

 

 

１０月２７日（木）、掛合体育館において、島根県内の専門学校

を招いた進学ガイダンスが行われました。掛合分校からは１・２

年生の進学希望者が参加し、同じく参加した飯南高校、横田高校

の生徒とともに、各ブースに分かれて説明を聞きました。 

この日は、県内各地から１０校の専門学校がブースを開き、生徒たちはそのうち希望する３校の説明

を順次聞きました。学校の特徴や取得できる資格等について、専門学校の担当者から直接説明を受ける

貴重な場であり、今後の進路検討にあたって大変参考となる有意義な機会となりました。 

 

 

 

 

１１月８日（火）、同じ敷地内に隣接する掛合小学校との合同

避難訓練を行いました。地震や火災はもちろん、昨今は暴風雨に

よる浸水被害や土砂災害も警戒されます。いざ災害が発生した場

合を想定して、まずは教室での安全確保、その後避難経路を確認

し、非常階段からグランドへ避難するといった流れで行いました。

小学生も同様に、高校生の誘導によりグランドに速やかに避難す

ることができました。 

実際に災害が発生した場合は、この日行ったように高校生と小学生が同時に同じ場所に避難すること

が想定されます。今後もあらゆる場面で、小学校と連携した危機管理体制を構築していきます。 

 

 

 

 

２年生は１１月３０日（水）から１２月２日（金）の２泊３日の予定

で、東京方面へ研修旅行に出かけます。その事前学習が進んでいます。 

１１月８日（火）、その第１弾として、地域・教育魅力化プラットフ

ォーム代表理事（島根県教育庁教育指導課教育魅力化特命官）の岩本悠

（いわもと ゆう）さんをお迎えし、「しまねを元気に～グローカルな

視点でしまねを盛り上げよう～」と題して講義・演習を行っていただ

きました。２年生は東京研修旅行において、「東京から島根を元気にす

る活動を続ける人たちとの対話」として、日比谷しまね館館長様、株

式会社アルプロン社長様、島根県選出の国会議員様と、対話形式によ

る班別学習活動を行うこととしています。今回の学習は、このプログ

ラム実施を前に、地域活性化のための「グローカルな視点」を学ぶこ

とを目的に行いました。最初に、岩本さんから自らが中心となって行

った隠岐郡海士町の魅力化・地域活性化の取り組みなどについて講義をいただきました。その後、グル

ープに分かれ、「島根・雲南の魅力（強み）を活かしてこれかも住みよい地域づくりをするためには」

掛合小学校との合同避難訓練を行いました 

１・２年生の進学希望者を対象に「県内 
専門学校ガイダンス」が行われました 

２年生「東京研修旅行」事前学習を進めています 
～岩本悠さん「グローカル」講演会、販売実習マナーアップ研修～ 



と題して意見交換の後、グループごとに発表を行いました。岩本さんからは、「～がない」というのは

別の見方をすればチャンスである、あるものをどのように活かしていくのかが大事だ、との講評をいた

だきました。 

また、１１月１０日（木）、「日比谷しまね館」で行う雲南市ブランド米特別販売会を前に、マナーア

ップ研修を行いました。講師として、マックスバリュー出雲今市店の綾部賢祐さん、同じくマックスバ

リューＪＵ米子高島屋店の村上育美さんをお招きし、実践的な講習を行っていただきました。お客様と

向き合う際の姿勢や態度、お客様との対話

の仕方等について、プロの視点から具体的

で分かりやすくご指導いただきました。 

東京研修旅行に向けてますます意識が高

まる学習会となりました。 

 

 

 

 

１１月１２日（土）、雲南市掛合町内にある道の駅「掛合の里」交流

の館において、雲南市主催による同道の駅の今後の活性化策を考える

ワークショップが開かれ、集まった地域の皆さんを前に、１年生が発

表を行いました。道の駅「掛合の里」は、平成元年に全国で初めて登

録された「第１号の道の駅」として知られる掛合町の観光拠点です。

この日は、地域住民約３０人が集まり、ワークショップ形式で、道の

駅の今後の利用拡大に向けて自由に意見交換を行いました。 

掛合分校の１年生は「総合的な探究の時間」を利用して、掛合町内

５地区（波多、入間、掛合、松笠、多根）のグループに分かれて「地

域探究学習」を行っており、この日は、ワークショップの冒頭で、掛

合地区を担当したグループが、これまで考えてきた「道の駅再生プラ

ン」を発表しました。この発表をたたき台として、その後、集まった

人たちがグループディスカッションを行いました。１年生がこれまで学校内で考えてきたことを、地域

貢献のための具体的な「実行」に移す、とても貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

 １１月４日（金）と５日（土）の２日間にわたって、島根県民会館におい

て島根県高文連演劇発表会島根県大会が行われ、掛合分校演劇同好会の曽田

昇吾さん（３年）が『走れ！山月記』の演目で一人芝居を行い、見事、最優

秀賞を獲得しました。４日（金）に行われた舞台では、最高のパフォーマン

スを披露し、審査員から絶賛の講評をいただきました。 

結果は、掛合分校と三刀屋高校本校の２校が最優秀賞に輝き、三刀屋高校本分校が上位を独占すると

いう快挙を成し遂げました。この２校が１２月２４日（土）に山口県下関市で行われる中国大会への出

場権を獲得しました。中国大会での更なる飛躍を目指して、「走れ！曽田さん！」エールを送ります。 

道の駅「掛合の里」再生に向けて１年生が発表しました 

快挙!! 演劇同好会 県大会最優秀賞！中国大会へ！ 



 

 

 １１月４日（金）と５日（土）の２日間にわたって、「想友（そうゆう）～仲

間とともに最高の思い出を～」をテーマに、掛合分校文化祭「掛高祭２０２２」

を行いました。保護者の皆様、地域の皆様をはじめ多くの皆様のご支援・ご協

力のおかげで、大盛会のもとに開催できました。ありがとうございました。 

○探究学習成果発表 

・１年生：掛合町内５地区のグループごとに「地域探究学習」の成果を発表し

ました。このうち多根地区グループは伝統行事である神楽について調べ、そ

れを継承していく活動について発表しました。また、掛合町の郷土芸能継承

を目的に練習してきた「掛合太鼓」の演奏を全員で行いました。 

・２年生：雲南市、宇山営農組合（雲南市吉田町）、その他関係機関と協働しな

がら取り組んできた「雲南市のお米を応援するプロジェクト」について発表

しました。オリジナルキャラクターやＰＲ用ポスターなどを制作しました。

Tiktok 動画を含めた３本のＰＲ動画を、初公開しました。 

・３年生：学校設定科目「地域創造」の中で行ってきた、雲南市ツーリズムプ

ランについて、４グループに分かれてポスター発表をしました。来場の保護

者の皆様、地域の皆様を交えながら、質疑応答形式で意見交換をしました。 

○各部・同好会・委員会発表 

・演劇同好会：「走れ！メロス」の公演を行いました。演劇部顧問を含めた３人

の出演による演劇で、軽快な演技の中に笑いもあり、楽しく観劇しました。 

・うたぶ（Ｕｔａｂｕ、歌唱同好会）：有志による歌唱や演奏・ダンスを行い、

それぞれ個性溢れる見事なパフォーマンスに会場内は大盛り上がりでした。 

・図書委員会ビブリオバトル：４人のバトラーがそれぞれ好きな本を紹介しま

した。松原拓生さん（２年）が最優秀バトラーとなり、１２月に大田市で開

かれるビブリオバトル島根県大会への出場者権を獲得しました。 

○生徒会執行部企画 

・ゲーム「謎解きクイズ」：全校生徒がグループに分かれ、会場内にある様々な

ヒントを手がかりに答えを探りました。すべてのグループの回答を組み合わ

せると「来年は７０周年」ということばとなる手の込んだ仕掛けでした。 

○地域との連携、物品販売 

・掛合町文化協会の皆さんの展示・発表：各種アート作品の展示をはじめ、会

場向かいの交流センターで楽器演奏・コーラスなどの発表がありました。 

・掛合保育所園児による「掛合太鼓」：かわいらしい園児たちの演奏に、会場内

はとても和やかなムードに包まれました。 

・雲南市ブランド米特別販売会：２年生による「うんなんのお米を応援するプ

ロジェクト」の一環で行われ、昨年度を上回る来客者で大盛況となりました。 

・フードデザイン選択者焼き菓子販売：フロランタンとクッキー、最高でした。 

・ＰＴＡカフェ：ホットドリンクで身も心も温まるひとときを過ごしました。 



 

 

 

☆☆掛合の丘に輝く分校の灯☆☆ ～掛合分校は令和５年（2023 年）に創立７０周年を迎えます～ 

 

 

 

 １１月１４日（月）、雲南市掛合町波多地区の伝統行事である「は

やしこ奉納」が行われ、１年生がその踊り子として参加しました。

「はやしこ奉納」は掛合町波多地区において古くから行われてき

た伝統行事で、新型コロナウイルス感染症蔓延の影響もあり、３

年ぶりの開催となりました。 

１年生は「総合的な探究の時間」に、掛合町内５地区（波多、

入間、掛合、松笠、多根）にグループで分かれ、各地区の現状と

課題を調べ、課題解決に向けた提案を行う学習を行っています。波多地区を担当したグループは、この

伝統行事を通して地域の活性化を図ろうと企画し、このたび、１年生全員で参加することになりました。 

この日は天候にも恵まれ、生徒たちは、これまで練習してきた太鼓を叩きながら町内を練り歩きまし

た。地域の伝統行事に多くの若者の力が加わり、地域にたくさんの笑顔があふれる１日となりました。 

 

 

 

 

１１月１５日（火）から１７日（木）の３日間にわたって、２年生

がそれぞれ希望する事業所等に分かれて、職業体験学習（インターン

シップ）を行いました。この３日間は雲南市内を中心に２０の事業所

等にご協力をお願いし、２年生２４名がそれぞれ仕事の体験を行いま

した。このうち合同会社きすき技研では、小学生向けプログラミング

教室で使用するミニロボットの可動性を確かめ、プログラムの修正を

行いました。また雲南市立加茂小学

校では、実際に教室に入り、学習支援員の体験をさせていただきました。 

２年生にとっては、学校で学ぶことのできない、将来社会人として生

きていくために必要な資質・能力を学ぶ大変貴重な機会となりました。

ご協力いただいたすべての事業所等の皆様に感謝申しあげます。 

 

 

 

 

１１月３０日（水）から１２月２日（金）の２泊３日で、２年生が東京研修旅行に出かけました。研

修旅行全体を通じたテーマは、「東京からふるさと島根を見つめ、地域の良さを再発見する」ことです。 

１日目は、羽田空港到着後、国会議事堂に向かい、参議院を見学しました。本会議場をはじめ、日本

の政治の中心を見ることができました。その後、班に分かれ、都内を散策しました。 

かけこう通信 
令 和 ４ 年 度 第 ８ 号 

令 和 ４年 １２ 月１ ４日 

島根県立三刀屋高等学校 

掛 合 分 校  発 行 

東京からふるさと島根を見つめる ～２年生研修旅行～ 

１年生が地域の伝統行事「はやしこ奉納」に参加しました 

２年生が職業体験学習（インターンシップ）を行いました 



土屋拓万さん作品『水も滴るいい白鳥』 

加藤凛さん作品『寝静まる前に』 

２日目の午前は、浅草寺と東京スカイ

ツリーを見学しました。午後は、２年生

が今年度取り組んできた「うんなんのお

米を応援するプロジェクト」の一環とし

て、「日比谷しまね館」において、雲南

市ブランド米「たたら焰米（ほむらまい）」

の特別販売会を行いました。当日は、たくさんのお客様にお越しいただき、みんなが笑顔で販売実習を

行うことができました。また班別に、日比谷しまね館の田中律子館長様、

ふるさと島根定住財団の錦織なな子様、株式会社アルプロンの坂本雅俊

代表取締役ＣＥＯ様、参議院議員の三浦靖様、衆議院議員の高見康裕様

に、それぞれ貴重なお話をいただき、対話をさせていただきました。東

京にいながら、ふるさと島根をより深く知り、

地域貢献意識をより一層高める、大変有意義

な研修となりました。 

３日目は、天候にも恵まれ、みんなお楽し

みの東京ディズニーランドを満喫しました。 

多くの関係者の皆様のご協力のもとに、充

実した研修旅行を行うことができました。す

べての皆様に感謝申しあげます。 

 

 

 

 

１２月３日（土）、出雲商業高校で毎年恒例の「出商デパート」が

開かれ、掛合分校２年生が販売促進活動に取り組んでいる「たたら焰

米（ほむらまい）」と雲南市吉田町民谷宇山地区産の「うやま米」を

販売していただきました。今年度初めて、掛合分校からあらかじめ出荷の申し入れを行い、出雲商業高

校様からはこころよく販売を引き受けていただきました。出雲商業高校様には工夫を凝らした商品陳列

をしていただき、足を止めて買い求めるお客様も多く見られました。 

今後も各所に販売チャネルを増やし、生産者と消費者に喜んでいただける活動を続けていきます。 

 

 

 

 

《写真クラブ》 

島根県高文連写真専門部秋季写真コンクール 特選２点（入選は５点） 

 土屋拓万さん（３年）『水も滴るいい白鳥』 

 加藤凛さん（１年）『寝静まる前に』 

《図書委員会（文化祭での校内予選会最優秀者）》 

 全国高校ビブリオバトル２０２２島根県大会出場 

  松原拓生さん（２年） 真下みこと作『茜さす日に嘘を隠して』の紹介 

出商デパートで「たたら焰米（ほむらまい）」と 
「うやま米」を販売していただきました 

部活動等報告 
～秋季写真コンクール、ビブリオバトル県大会～ 



 

 

 

 

☆☆掛合の丘に輝く分校の灯☆☆ ～掛合分校は令和５年（2023 年）に創立７０周年を迎えます～ 

 

 

 

 １２月１５日（木）、３年生の学校設定科目「地域創造」の時間に、

「多文化共生」について学びました。この日は、一般社団法人ダイバ

ーシティうんなん toiro 代表理事の芝由紀子さんと李在鎮さん、掛合

交流センター長の白築敏彦さんをお招きし、途中ワークショップや質

疑応答を含めながら、２時間の学習を行いました。芝さんからは、雲

南市の多文化共生事情について説明いただき、韓国出身である李さん

との対話形式で、外国人住民の困りごとや「やさしい日本語」などについて学びました。また、白築さ

んからは、現在掛合町で行われている取組をお話しいただき、日常生活はもちろん、病気になった時や

災害が発生した時にも「誰もが安心・安全に暮らす町づくり」について、話し合いながら考えました。 

 

 

 

 

１２月１５日（木）、２年生代表生徒

が雲南市役所を訪れ、雲南市の石飛厚

志市長、吉山治副市長、景山明教育長

に、東京で行った雲南市ブランド米「た

たら焰米（ほむらまい）」特別販売会の

成果について報告しました。２年生は、

１１月３０日から１２月２日にかけて東京研修旅行に出かけ、島根県のアンテナショップ「日比谷しま

ね館」において、「たたら焰米」の特別販売会を行いました。当日はたくさんの来客者に雲南市産のお

いしいお米をＰＲしましたが、この日は、販売会までの準備の過程と当日の様子などについて報告しま

した。石飛市長からは、これまでの活動へのねぎらいの言葉をかけていただき、今後の取組に向けてエ

ールを送っていただきました。また、石飛市長、吉山副市長、景山教育長には、パッケージにオリジナ

ルキャラクター「カケコンとほむらちゃん」のシールが貼られたお米をご購入いただきました。 

また、１２月２０日（火）、雲南市木次町のチェリヴァホール大会議室において「令和４年度雲南市

ブランド米振興大会」が開かれ、２年生代表生徒が、今年度取り組んできた「掛

合分校がうんなんのお米を応援するプロジェクト」について発表しま

した。この日は、石飛市長をはじめ、県・市の担当者や雲南市内

の営農事業者など多くの列席

者を前に、オリジナルキャラ

クターやＰＲポスターの制作

過程、試行錯誤を重ねてきた

ご飯に合う料理レシピの開発

かけこう通信 
令 和 ４ 年 度 第 ９ 号 

令 和 ５ 年 １ 月 １ ３ 日 

島根県立三刀屋高等学校 

掛 合 分 校  発 行 

３年生が「多文化共生」について学びました 

２年生「うんなんのお米を応援するプロジェクト」で地域に貢献 
～雲南市長への成果報告、「ブランド米振興大会」での成果発表～ 

生徒制作ＰＲ用ポスター 
生徒制作オリジナルキャラクター 

「カケコンとほむらちゃん」 



などについて発表しました。最後に、作成したＰＲ動画を上映し、今後の活動について説明しました。

列席された多くの方から、これまでの取組について賞賛の言葉をいただき、今後もともに雲南市ブラン

ド米をＰＲしていこうとの激励の言葉をかけていただきました。 

 

 

 

 

１２月２０日（火）、３年生個人課題研究（卒業研究）の校内成

果発表会を行いました。３年生はこれまで「総合的な探究の時間」

を利用して、各自が自身の進路に関係したことや生活上の身近な

困り感などについて自由にテーマを設定し、その解決に向けた仮

説を立て、検証していくという学習活動を行ってきました。この

日は、３年生全員が２年生に向けて発表を行い、その様子を１・

３年の教室にリモート配信しました。また、保護者をはじめ学校

関係者の皆様には、視聴者限定のユーチューブでライブ配信とアーカイブ配信を行いました。 

研究テーマは高校生らしくユニークで斬新なものばかりで、「自己管理のための手帳の有効な使い方」

「集中して勉強に取り組むための手法」「食事や睡眠など生活習慣を改善するための取組」など、生活

に密着した内容のものが多く見られました。また、「伊達政宗の直筆の手紙に隠された意味について文

献調査した研究」や「頭痛との付き合い方について医師へのインタビューをまとめた研究」など、専門

的分野を深掘りする内容のものもたくさん見られました。 

研究に取り組んだ３年生は、その過程で多くの困難もあったと思いますが、たくさんのトライアンド

エラーを重ね、また一段と成長した姿を見せてくれました。この個人課題研究（卒業研究）は、今後も

次の２年生・１年生へと引き継がれ、掛合分校の良き伝統として継承されていきます。 

 

 

 

 

１月１０日（火）、今年度第２回目となる「掛高基礎力テスト」を

行いました。このテストは毎年度２回ずつ行っているもので、出題

を掛合分校の全ての教職員が担う、掛合分校オリジナルの実力テス

トです。第２回目となる今回は、特に思考力・判断力・表現力を問

う問題を中心に出題されました。試験後は、第１回目と同様に、問題作成者である１３人の教職員が、

順次リモートで解説を行いました。 

 

 

 

 

 第６０回中国地区高等学校演劇発表会（１２月２４日・２５日、山口県・下関市民会館） 

曽田昇吾さん（３年） 『走れ！山月記』（一人芝居） 優秀賞（第３位） 

個人課題研究（卒業研究）の成果発表会を行いました 

第２回掛高基礎力テスト（掛合分校オリジ
ナル実力テスト）を行いました 

部活動報告 ～演劇同好会～ 



 

 

 

☆☆掛合の丘に輝く分校の灯☆☆ ～掛合分校は令和５年（2023 年）に創立７０周年を迎えます～ 

 

 

 

 １月１２日（木）、３年生の学校設定科目「地域創造」の時間

に「多文化共生」について学びました。１２月１５日に引き続い

て今年度第２回目となります。第１回目の学習会と同様に、一般

社団法人ダイバーシティうんなん toiro 代表理事の芝由紀子さん

に全体進行をお願いし、今回は雲南市国際交流員、ＡＬＴなど外

国人の方との交流を交えながら学習を進めました。 

今回は「外国人が安心・安全に暮らす町づくりの現状を知る」

ことをテーマに、掛合交流センターと掛合診療所を訪問させていただき、それぞれの施設等を見学しな

がら、ピクトグラムを使った案内表示など外国人の方への配慮や工夫についてお話を伺いました。施設

見学後には、掛合診療所から、医師、看護師、事務局長の３名の方に来ていただき、質疑応答形式でお

話を伺いました。掛合診療所では、月に１～２名の外国人の方が

来院されており、数年前に三刀屋高校の生徒とともに作った、多

言語で書かれた問診票の様式を活用し、それが実際に外国人の方

を診療する際に大変役に立っているとのことでした。外国人を含

めたすべての人に優しい町づくりについて、地域の方とともに考

える大変有意義な学習会となりました。 

 

 

 

 

 １月１３日（金）、掛合分校演劇同好会の曽田昇吾さん（３

年）が雲南市役所を訪れ、中国地区高等学校演劇発表会の結果

を石飛厚志市長に報告しました。同大会は１２月２４日・２５

日に山口県下関市で行われ、曽田さんは「走れ！山月記」の演

目で一人芝居を行い、見事優秀賞（第３位）を受賞しました。 

 この日は、同大会で最優秀賞を受賞した三刀屋高校演劇部の２人の生徒とともに、雲南市の石飛厚志

市長、景山明教育長に大会結果を報告しました。石飛市長からは大会結果への称賛と、今後の更なる飛

躍に向けて激励の言葉をいただきました。曽田さんの今後のますますの活躍が期待されます。 

 

 

 

 

 １月２６日（木）、島根県東部農林水産振興センター雲南事務所と飯石森林組合の職員の方をゲスト

ティーチャーとしてお招きし、２年生を対象に、島根県の林業についての学習会を行いました。この日

かけこう通信 
令 和 ４ 年 度 第 １ ０ 号 

令 和 ５ 年 ２ 月 １ ３ 日 

島根県立三刀屋高等学校 

掛 合 分 校  発 行 

３年生が「多文化共生」について学びました 

２年生が「島根の林業」について学びました 

演劇同好会が中国大会優秀賞（第３位）
受賞を雲南市長に報告しました 



は、ドローンを使った山地の測量など、デジタル化された島根県の林業

の先進性について実際の映像を見ながら詳しく学ぶことができました。 

２年生は、来年度、島根県中山間地域研究センターや島根県農林大学校

林業科（ともに飯石郡飯南町）を訪れ、林業の体験学習を行う予定です。

島根県の林業について知識を深める、大変有意義な学習会となりました。 

 

 

 

 

 １月２７日（金）、１・２年生を対象に「地元企業ガイダンス」

を行いました。この日は、掛合交流センターに地元雲南市の企

業等１３社が一堂に会し、生徒向けに説明をしていただきまし

た。生徒はあらかじめ希望登録した４社のブースを順次回りな

がら、各企業等の説明を聞き、質問に答えていただきました。

いずれの企業等も、映像を投影したり、実物サンプルを見せたりしながら工夫を凝らした説明を行って

いただきました。掛合分校は地元での就職を希望している生徒が多く、将来の進路選択に向け、大変有

意義な時間となりました。 

＜参加企業等＞株式会社ゼンキンメタル様、株式会社中澤建設様、島根イーグル株式会社様、株式会社

たなべたたらの里様、株式会社アルプロン島根工場様、特別養護老人ホームえがおの里様、三刀屋金

属株式会社様、飯石森林組合様、株式会社ダイイチ雲南家電様、株式会社協栄ファスナー工業様、有

限会社堀江クレーン様、株式会社吉田ふるさと村様、協栄金属工業株式会社様 

 

 

 

 

２月３日（金）、くにびきメッセ（松江市）において「しまね探

究フェスタ２０２２」が開催され、掛合分校２年生代表生徒が、今

年度１年間かけて取り組んできた「掛合分校がうんなんのお米を応

援するプロジェクト」について発表しました。「しまね探究フェス

タ」は、島根県のすべての高等学校の代表者が集い、探究学習の成果について発表し、参加者同士共有

するイベントです。県内すべての学校が一堂に会し行われるのは、今年度が初めてとなります。 

掛合分校代表生徒は、雲南市産ブランド米の販売促進のために作成したＰＲポスターやオリジナルキ

ャラクター、お米に合う料理レシピなどを紹介し、実践活動として行った東京「日比谷しまね館」にお

ける特別販売会の様子や作成したＰＲ動画を披露しました。発表後には、他校の生徒と発表内容につい

て意見交換を行い、これまでの取組の振り返りを行いました。 

この日の様子はライブ配信され、掛合分校の全校生徒が発

表の様子を視聴することができました。また、参加した生徒

にとっては、発表だけでなく、他校生徒との交流の時間が多

く取られ、とても有意義な学びの場となりました。今後も県

内すべての学校が切磋琢磨しながら、このような探究学習の

輪が広がることを期待します。 

「しまね探究フェスタ２０２２」で「うんなんの
お米応援プロジェクト」について発表しました 

地元企業ガイダンスを行いました 



 

 

 

☆☆掛合の丘に輝く分校の灯☆☆ ～掛合分校は令和５年（2023 年）に創立７０周年を迎えます～ 

 

 

 

 ３月１日（水）、景山俊太郎後援会長、山根信夫ＰＴＡ会長、小

川真里学校運営協議会会長を来賓としてお迎えし、令和４年度掛

合分校卒業証書授与式が挙行され、卒業生１９名に卒業証書が手

渡されました。 

山﨑誠校長の式辞では、卒業生に対し「小さな挑戦、小さな気

遣いを積み重ねながら、大きな志を持って夢や希望に向かって羽

ばたいてほしい 」とはなむけの言葉が送られ、卒業生それぞれが

３年間の掛合分校での思いを

胸に、晴れやかな笑顔で学校を

巣立っていきました。卒業式後

には、この日のために学校に駆

けつけていただいた地域の皆

様とともに、玄関前で在校生・

教職員が「３月９日」（曲：レ

ミオロメン）を合唱し、皆で卒業生の門出を祝いました。 

今年度の卒業生は、新型コロナウイルス感染症が全国に蔓延する

中での高校３年間を過ごしました。制約の多い学校生活の中で、た

くさんの困難や苦労もあったことと思いますが、全員が互いを助け

合いながら、自己を磨き、心身を成長させていきました。社会全体

が大きな変革期を迎える中、卒業生たちは社会に旅立っていきます。

掛合高校卒業生のこれからの人生に幸あれ！ 

 

 

 

 

 ２月２２日（水）、卒業を控えた３年生が、１・２年生に自

身の進路実現に向けた取組について語る学習会を行いました。

「先輩は語る」と題したこの取組は、掛合分校の伝統行事と

して毎年度２回行っています。７月に卒業生４名からお話を

いただいた第１回目に続き、第２回目となる今回は、４月か

ら新たな道に進む３年生に、今年度の進路実現に向けた準備や心構えなどについて語ってもらいました。 

進路の種別ごとに５会場に分かれ、１・２年生はいずれかの３会場を回るという形式で行いました。

１・２年生は今後の進路選択に向け、たくさんの質問を投げかけながら熱心に聞いていました。“進路

実現の掛高”掛合分校のキャリア学習は、こうして先輩から後輩へと語り継がれながら育まれます。 

かけこう通信 
令 和 ４ 年 度 第 １ １ 号 

令 和 ５ 年 ３ 月 １ ４ 日 

島根県立三刀屋高等学校 

掛 合 分 校  発 行 

令和４年度卒業証書授与式を行いました 

３年生が１・２年生に進路実現に向けた
取組について語りました 



 

 

 

 ３月３日（金）と６日（月）、飯南町教育委員

の烏田勝信先生を講師としてお招きし、１・２年

生を対象に「要約学習」を行いました。「要約学習」とは、烏田先生オリジナルの教材を使って、文章

や人の話の要点を図式化し、内容を構造化して捉える力を育成する学習です。掛合分校では昨年度から

この学習に取り組んでおり、今年度も引き続いて学習に取り組みました。 

授業では、いくつかの文章を各自ワークシートに図式化し、互いに文章の要点をスピーチ（プレゼン

テーション）する演習を行いました。最初は平易な文章から始め、徐々に論理的で専門的な内容の文章

にもチャレンジしました。また、「掛合分校の良いところ」について自分の考えの要点をまとめ、スピ

ーチする演習も行いました。今後、「地域をフィールドとした探究学習」など様々な場面でのプレゼン

だけでなく、将来の進学・就職に向けたキャリア教育の視点からも、大変効果のある学習となりました。 

 

 

 

 

 ３月１０日（金）、雲南市スペシャルチャレンジＪｒプログラム

の今年度の成果報告と、次年度のこのプログラムへの参加説明会

を行いました。雲南市スペシャルチャレンジＪｒプログラムは、

高校生が自ら考えたオリジナルのプロジェクトの実現に向け、雲

南市が様々な形で支援をする取組です。この日は、今年度プログラムに参加した坂田志織さんと上代侑

芽さん（いずれも２年）が、「柿ジャムサンドを作ろう！！」と題したプロジェクトの取組と成果につ

いて全校生徒に報告しました。雲南市掛合町多根地区で課題となっている柿による獣害対策のために、

余剰柿を使った「柿ジャムサンド」のレシピを開発し、それを地域

の方と一緒に作るイベントを開くという取組は、地域の方たちがと

もに楽しみながら課題を克服しようという思いが込められており、

子どもから大人まで、地域の交流を深めるという効果も生まれまし

た。来年度第６期生も、掛合分校からたくさんの生徒がチャレンジ

してくれることを期待しています。 

 
 

 

 

 ３月１０日（金）から１２日（日）の３日間、演劇同好会の卒業公演が東京・

下北沢の「劇」小劇場で行われました。全７回とも満席となる大盛況で、公演

後は拍手がなりやまず、演劇の聖地、下北沢においても掛合分校演劇同好会の

力が高く評価されました。駅前には公演の広告動画が流され、道行く人も足を

止めていました。掛合分校の名が全国に知れ渡る歴史的公演となりました。 

「要約学習」を行いました 

雲南市スペシャルチャレンジＪｒプログラム
の報告会と次年度説明会を行いました 

部活動報告～演劇同好会～ 
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